
◇ 横孔式マイクロニードルの開発

◇ 共同開発事例

微細金型及び生分解性樹脂を用いた
射出成形より量産化

大手化粧品メーカー様と次世代型
マイクロニードルアレイを共同開発

ASTI はマイクロニードル技術を通じて、ヘルスケア貢献を図るため
ヘルスケアニーズや共同開発パートナーを新規開拓中です。
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MicroNeedle Technology
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２）水痘ワクチン抗体価比較

横孔式マイクロニードルと皮膚イメージ
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特長

横孔マイクロニードル及び
ルアーコネクタを一体成形
横孔マイクロニードル及び
ルアーコネクタを一体成形

貫通型横孔マイクロニードル 1）

シリンジ接続及び薬液注入

（Hole）

27G
（皮下～筋注）

1 針孔が横孔形状により
・先端強度を確保
・皮内浅く広く注入可能

2 生分解性樹脂製
・生体安全性
・射出成形による量産性

特長

〒431-2103 静岡県浜松市浜名区新都田1丁目5番1号

メディカル開発部
TEL：053-428-5644　FAX：053-428-5666
E-mail：medical@asti.co.jp

製品情報はこちら▶
http://www.asti-med.com/jp
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